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双
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す
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で
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。
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.る
移
住
民
の
多
數
は
不
熟
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：で
あ
る

•か
、此

'極
の

」

勞
働
者
は
合
衆
國
內
に
も
、相

.
當
に
充
滿
し
：て

.
居
る
。
而
し
て
斯

.

.

る
勞
働
者
の
入
國
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配
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し
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濟
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熟
；
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.
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.
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熟
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熟
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其
れ
は
今
白
米
國
諸
種
の

.
處
業
を
通
じ
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く
機
械
の
應
用

3

れ
て
居
る

結

果

で

あ
つ
て
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^

0

練
勞
働
者
：

:^
云
ひ
不
熟
練

.
勞
働
者
ビ
云
ふ
差
別
は
或
る
程
度
ま
で
機
，
の

.
運
0

取

«

並 

.
に

ィ

修
®

に
®
:

し
*

才

能

を

備

：
へ

た

：か
、
備

へ

な

S

か
に
依
つ
て
♦定
ま
る
も
の
ど
見
て
宜
し
い 

，位
で
あ
つ
て

.
夕
國
移
住
段
で

.
も.
少
し
是
等
の

®

に
修
練

xa

を
樹
ん
だ
な
ら
ば
、

；

廉
の
熟
練 

勞
：働
者
と
競
爭
す
る
乙
ビ
を

_

し
と
し
な

'S
。
，

而
し
て
其
移
往
民
で
あ
る
故
を
以
て
、低
廉
な 

賃
銀
で
、彼
等
を
使
用
し
得
：る
と
す
れ
ば
、事
業
主
が
被
等
を
歡
迎
す
る
乙
ど
も
、亦
自
然
の
勢
で 

あ

：る
。

H

に
今
、

一

步
を
進
め
て

.
言
.
へ
ば
、
外

國

移
住

，の

勞

働

者

に

は
.
時
に
內
國
熟
線
勞
，働
者
の 

す
る
ビ
同

一

の
：仕

f

さ

せ
て
も
、事
業
主
は
必
す
し
し
仕
事
典
も
の
に
均
衡
す

る
高
い
貸

■ 

を
支
视
は
な
い
移
住
民
の
方
で
も

*
之
を

•要
求
す
る
ま
で
に

’生
活
®
度
を
引
上

げ
や
ぅ

と
し
な
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い
^

れ.
が
'
移
住
民

^

備
に
伴
ぅ
利
弊
の
岐
れ
る
所
で
あ
シ
、且
'つ
經
濟
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か
ら
移
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の
入
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す
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.

 

す
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の
廣
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婆
働
者
の
供
給
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あ
る
の

S

 

數
の
移
住
垃
は
一
度
地
方
に
，赴

.
い

て

も
、必
ず
都
會
を
慕
つ
て
、狹
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す
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悬
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に
種
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樂
の
設
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す
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爲.
め
で
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む
を
得
ざ
る
の
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結
果
で

'あ
る
が
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農
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か
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つ
て
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®
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移
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。
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右
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右
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あ
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。
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入.
國
'數
：は
甚
だ
多
く
、且
つ
彼
等
の
入
國
は
繼
績
す
る
事
實
で

あ
る
。

斯
く

て
M

 

近
南

三
年
に

互
：：

る

：
產

業

膨as;
の-時
代
に
於
で

も

、

不
熟
練
勞
働

*

の
供
給
過
剩

ビ
云
ふ
事
實 

.
が

，あ

り

、
或

る

.產

業に
於.
て
は

"
此

事

，が

原'
因
ヒ
.
爲
り
て
#

働
時

間
を
®
縮

3
せ
、不
熟
練
勞
働

. 

:
.
«
の

間
に
分
配
；せ
ら
：

る
：
可.
き
，所
得
を
減
少
す

る
に
至
つ
れ
。

.

次
に
事
攀
主
寶
：任

#

忆
失
業
に
關
す
る
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滅
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に

^

け
ー
る
女
营
遨

“

割
合
の
減
少
し
つ
、
 

あ
る

乙

を

は
魯
ぶ
可

_

现
象
で
あ
る
が
典
減
少
の
率
の
思
は
し
く
な
い
の
は
、一
に
文
窗
の
多 

含
を
占
め
る

^

る_ ■

0

H

例
へ
ば

.
炉
太
刹
、露
西

®
、西
班
牙
等
か
ら
多
數
の
移
住
^
が
入
國 

す
る
か
ら

.
で
あ

0

一：て、

I.

方
G

文
■

で
な
い
.
_

议
も
入
國
後
必
す
し

1'
:
も
英
語
を
習
得
：し

や

5

と
：
 

せ
す
、自
國
民
だ
：け
の
：倒

.
結
を
_
社
交
の
領
域
ビ
：し、自
倒
語
を
裰

'
っ
て
，用
を
辨
す
る
者
の
多
い
こ

:

芯
'
は.
甚

輅

：亦.
‘

米
國
人
の

-̂

快
ビ
す

'
る
：所

:1
:
'あ

'0
て
•
彼
等
は
常
に
外
、國
語
を
以
て
印
.刷
さ
れ
る 

.

.

.
日

刊

：新
：
聞

：紙
■.
0:.
金

：米

：：國

：を

鐵

：じ

)

て
、多

數

に‘上

：
る

之

ビ

、
其

，
華

行

高

.
の

少
な

か

ら
ま
る
己
ど
，を

'
擧

一
 

げ

て

、
英〔

語
：；を.
了

解.
せ.
ざ

る

外〗

國
：
移

住

。民

：の
：多

い

事

實

を

卜

ず

.
る
ニ
：.
端
：，ド 

：

.
る
：の._
で
务
る
。
.-

.

'
 
.
.
..
: 

:
.

• 

• 

• 

; 

• 

I 

. 

- 

9
-: 

• 

• 

• 

• 

”
 

'

:5
;

ー4
、：犯

罪

。'
刑.
事
'
統
計
.
に
據
%

ど
，米
國
人
の
間

.<
:

■於
け
.
る
ょ
；
^

^
、外
國
；移

_

K

の
'
間
，に

.̂

て
、
;
'

: :.
.
::
:
|
犯

;#
者

を

嫌

ずる
：：

率
；
の

高

い

：：
こ
：：

"と
も
著
明

0
;

事
W

■で
あ
る
。
.
.
是
れ
は

T

等
#

住

^

の
：
特
«

ビ 

:

:

b
 

^
 

^

^

 

^
 

^

時.
凌.
ぎ

ド

窃.
盗

詐

：
欺.
を
働
.く
で
あ
ら
ぅ 

'

「

..
'::.

::
;

h
 

ん
'
で
居
る
間
片
、氣
が
荒
ん
；で、强
盜
難
人
等
の
犯
罪
に
陷

：；

る
：場
：合
も
あ
ら 

.

巧
。ン
ム
ズ

.
,

ゾ
は
先
年
合
燊
國

l :,

け
；る
殺

A

犯
S

0

五.
分
は
實
，に
：無
敎

.
育
の
外
，
移

_ ■:

.

住
‘民

•!
:
,
依
'
て
.
行
'は
れ
る
.
事
實
を
舉
げ

〔

て
、移
住
啦
乂
國
制
：限
を

.
必
要
.と
す 

、

有

'：
力

な

，
る
：
：
後

助

.•
を
與
へ
た
こ
：气
か
あ

.
る
。
：合

.
，衆

國

は

今

日

黑A
0
^

 ̂

*

バ

倉

I

の
，で

あ

て

此

率

S
 
* f

を
致
す
が

■如
き
'

は̂
;衆

；：

國.

ヒ

し

て

、
當

.

然.

反

：對

：す

可
.

令
^

-

.
/
H
禪
他
の

‘社
：會
的
病
患
か
 '

上
記
'
以
'外
の
へ
社
會
的
病
：'
?

認
0
可
^

も
1
の
は
、瘋
«

、i:

般
，疾
病 

•
第
十
掘
卷.

(

503

)
論
； -

貺
，

来
阈
移
装
問
著
：經
濟
的
方
面
.
 

第
十
^

. .
六
}4_,

I 

. 

。

-

•
;•
' 

'
 

' 

、

':
•
.
 

.

.

.

■
'

. ,.
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ソ
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:
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(

一
 
域

窗)
：：

協

'

1

.
来

國

移

住

民

 

、
第

十

独
.S
ハ
 

考
|

資
_

の.
、三
齊
で
あ
る
。

合
衆

f

於

け

る

議

病

者

中

、外

_

|
,

|

^

割
I

'

年
，
 

ビ-
共
に
.
多
>
く
，.
爲
，り
、最
近

.
に
於
て
は
三
割
：：三
脊
以

.
上
を

£

^

の
は
、明
甶

0

學
實
で
あ
つ
て
、吣 

.

#
‘た
る
痙
：す
る

| :.
移
，往
皮
が
入
國
後
安

.
全
に
.
衣
食
の

*

料
•
を
得
る
に
；足

k •
る

だ

け

：
の

職

業.
 ̂

こW

 
.
が.
：出

來

：中

、生

活

。
の

卷

に

於

て

•
煩

悶

を
®

め

る

，
結

果

：
で

あ
.
つ

て

、斯

る

瘋

：癫

私

流

を

：病 

,
f e
释

收

铉

し

、
公

：盤

，を

以

て

寂

肋

：
す

る

こ

^

、

爲

。
れ

、
，
ば

、
合

：
衆

®!
民
は
.
：
自_

の_

當
„
增
進
に
♦富
源 

虞
發
じ
何

#

資
^

る
所

-'
0

ぶ
^

つ
た
.
，移
住
民
の

.
爲
.
め
K

或
る
負

•
擔
を
課
せ
ら

‘れ
4::
結
架

w

爲 

表

： 
'
公
'
費

璧

，
の

上

に

於

て

、
斯

る

；不
公
ー
正
：难

事

は

.
他
に
類
例
を
晃
な
い
で
あ
ち
ラ
。

一
舣
の 

诶
病
ヒ

•'就
て
装
；

..
ば
#
:

往.
民
：.
が
.
衛
：生
.
思
'想
ね
.
乏

'1
>:
ぐ
寞
つ
密
住

”を
、常

，斧

す

る

：
の
.
結.
巣

、傅

染

病
 

疚

患

，を'傅

播

し

、
媒

介

，
す

る

：
の

.
は

著_

の

事

實

：
で

，
あ

，
つ

.
て
、合
衆

'國
、で
は
.
南.
歐
«
:

歐

，
：
の
.
，
諸

_

か

も

.

.

……

'

.

■
:

:

: 
::.:
 .

■-
V
:
'
.

.

.

'

'

r 
:

.

..

..

..

..

..

.

"
.

移
&
揑

：.
の
1

来
す
：：名
.
ビ
共.
^
、新
に
：傅

^

つ>
た_

識
病
.
も

少

な

く

. *
い

ビ

：
稱
 

，
而
し
て 

-

疾

病

：
の

 
'結
，果
、勞

働

：不

能

の

狀

態

ギ

爲

り

、

®

，に
貧
困
に

0

A

0

0

善

圈

體

.の
救
助
を
受
け
た 

慈
參
事

.
集
•
の
：力

を

以

て

し
て
、足
ら
ざ
る
ビ

き
に
，
は
^
:共..
團.
體
の
.
救
貧
的
：施

|2
に
依
賴
す
.る 

必
鉍
_

雜
.
め
：結

果

で
.
あ
る
。
.

%

來
：千
八
西
七
十
五
年
ま
：

1?
;
合
ヾ
衆
_

の
：法

#

は
外
國
か

..
ら.
貧
.民 

め

#

往
火
.
‘國
；す
る
.

」

ビ

に
鲍
し
；て
禁
制
を
加
へ

';
な
：か

..

，
つ

た

、
同

：
年

以

M
:

貧.
挺

：
は

入

國

を

_

止

さ

れ

；

：
移

，
往

民

の

 

ー
«

と
瀹
つ
た
け
れ
ど
も
、千

:/
\,
.

否
九
十
フ
年
移

:«
«

法

0 -
趣
用
が
甲
夬
政
府 

の
系

^

'#
，
ま
で
、期

る

禁

制

は

有

効

に

I適
用

,̂

れ
な
か
っ
た
。

織
に
同
年
以
來
侈
住
敁
の
内 

'A
,0
後
' 
公
^

倒
體
.
9

-:
®
c
助
を
仰
ぐ
に
一
至
る
恐
れ
の
ぁ
る
者
に
對
し
一
て
、嚴
霉
に
入
國
を
禁
止
す 

る
む

'®
;

に

-.
'

A
國
後

H

個
年

^

內
に
、受
救
民
ビ
爲
つ
た

'*
は

$ '
國
に
送

m

す
る
.制
度
も
行
は
る 

、

o

 

*

:0
で
あ

^
'0
,1
s
P

0

年
以
.
上
も
_

內

で

勞

働

し

た

者

は

其

れ

だ

‘け
へ
ロ
 
0

國
の
國 

力
猶
m

K

資
し

た

の
で
ぁ
る
か
ら
、受
救
民
と
し
ィ
救
濟
す
る

K

値
す
る
が
。其
年
限
に
達
し
な 

か
潜
を

;*
猶
し

.̂

は
、«

局
國
家
：全
體
の
負
擔

•
に
歸
す
る
か
ち
、救
助
を
與
へ
な
い
で
放
國
す
る 

の
巧
ぁ
る
。

.

顧.
に
此
處
僮
が
並
し
い
ビ
し
た
な
ち
ば
、入
國
後
三
年
以
內
に
受
救
民
ミ
爲
る
炉 

_

;7
&.

素
：質
.
を
持

0
七
居
.
る
者
：に
對
し
て
は
、當
初
か
ら
入
，國
の
制
限
を
厲
行
す
る
乙
ビ
を
以
て

^
#
-'-
i
t
る
是
れ
が

.
移
住
民
入
國
制
限

：

の
次.
第
に
嚴
重
と
爲
る
論

'據.
に
充
て
ら
れ
.た
の
で

本
る

.:
0
' 

.  

:
 

:
.
.
 ■

#

f
_

で
移
住
民

^

*

に
#

す
る
制
限
の

’
當
否
若
し
く

»

其
；程
度
を
決
定
す
る
に
與
つ
て 

力.
あ
名
.
も
の
ね
、實

4 :
移
准
M

词
*

の
0

題

で
為
る
。

-

合
衆
國
は
古
摩
デ
モ
ク
ラ
ぎ

1

を
、M

て

意

,'
®̂
' 

(

;5
';
0
遂.)

.

摩

’
就
：

来
國
■移
遺
間.
題
の.
■
的

溢

'

f
j 

.
六.
^



笫
十
四
怨

(

一
四
〇

六)

論

說
米
國
移
住
设
問
妞
の
經
濟
的
方
丽
 

第十號
 

六八 

終
始

1
イ
居

る
V

、-デ
モ
-ク

ラ
シ
ー
を
し

y

成
功
せ

し
め
る
.
に

は.
、1.

般
國
民
の
知
識
に
待

.
つ
所 

の

も
の
、

大
な
各
；は
勿
論

^

あ

^

て
、赴

し

名

彼

等

の

知

，識

が

劣

等

で

S

お
な
ら
ば
、デ
モ

ク
 

ラ
シ
ー
に
代
つ
て
寒
頭

#

制
政
治
の
跋
霉
を
見
る
で
あ
ら
ぅ
。

合
衆
國
で
阿
#
利
加
の
黑
八 

在
:\低
廉
な
る
歐

35
兩
：洲

0
移
住
民
な
り
を
無
制
限
に
國
內
に
迎
へ
た

.
な
ら
ば
、此
點
に
於

て 

如

何

な

る

結

果

，を

生

ネ

る
，で
あ
ら

う
か
、知
識

に
於

て
技
術

に
於

て
、®

®
に
於
て

^

活
に
於

て
、
 

優
劣
の
相
遠
の
著
し
ぃ
人
民
を
共
に
住
居
せ
し
む
る
結
果
は
必

t

I

般
の
標
準
を
低
下
せ
し 

〃め
ざ

れ

-i
ir

a .
i

:

ぃ
の
で

ぁ

る

？
然
ら

ぱ
從
來
合
衆
國
に
入
»
し

介
移
住
民
は

如
何
な
る

程 

度
‘

で
、同

國
0

制

度

民

他

ギ

；相

容

：れ
>

_

も

の

で
*

つ
た
ら

ぅ
か

.0
一
般
的
に
云
へ
ば
、千

八 

S

八
；十

年
：時
代
ま
で

.
の
：移

住

民

は

例

へ

ぼ

べ

.シ

シ

ル

ヴ

ユ
ュ
ァ
州
に
於
妙
る
獨
逸
人
の
や
ぅ 

な.g

外
は
あ

る
ノ
レ

し
て
も
、
^

ほ
短
日

^

の

間
に

移
住
國
の
言
‘語
習
慣
沁
習
熟
す
る
素
質
を
持

.
:-

へ

.

::
へ
,

'....

し'1
'
.,.
: 

, 

•

?

て
居
つ
た
。
然
る
に
：お
後
諸
外
國
.か
ら
入
國
す
る
文
肓
の
移
住
民
增
加
す
る
に
至
つ

て
、
 

伺
.化

を

妨

げ

る

こ
；.
ビ
V
爲
ひ
::
た
の
は
、明
白
の
.事
實
 
'で
あ
つ
て
、唯
彼
等

.
の
_

に

出

生

す

る

鬼

食 

が
.
公
立
學
校

^

敎
育
を
受
け
、四

.
圍
：：の

.
事
情
：に

支

配

さ

れ

て
、同

樣
.
の

實

を

擧

げ

ぶ

、
爲
る 

め
に
過
ぎ
な
か
つ

^
。
此
讀
に
就
て
コ
ム

^

ン
ス
及
は

「

A

補
'並
に
移
住
段
，调題

」

と
題
す

•る

0

‘

臀
；0
-

節
に
於
て
、斯
く
說
地

*し
セ
：居
：る

、；e 

く
大
國
民
た
ら
ん

.
と
す
.
る
に

‘ば
、一
ッ
の

Jf
a

IM
で
あ 

'♦:
こ.
と
を

5?
し
夺
い
、耍
：す
る
：所
ば
ニ
ッ

•
の
心
.
で
；あ
る
。

人
‘
權
的
不
平
等
並
：に
人
秫
的
劣
等

 ̂

.
根.
本
問
題
ビ
爲
る

.
の
は
、是
缭
が

.
心
意
'
上並：
に：
謂

の

_

化
に
對
し
て
、妨
碍
と
爲
る
か
ら
で 

あ
る
。
、
■我
々
に
し
て
共
に
考
へ
る
こ
ビ
が
出

.
來
た
な
ら

.
ば
，我
々
は
共
に
働
く
こ

S

が
出
來
る 

而
し
て
共
同
の
思

it
:
並
に
動
.
：作
の
方
便
た

>

も
の
は
共
同
の
言
語
：に
外
な
も
ぬ
。
人
間
の
心 

の
，
此

尊

：ぶ
：可&

方

便
0

ダ
：
：
タ

ズ

ム

、
を

.
通

じ

セ

、
他

：の

諸

，
純

の

.
方
便
.
は
同
化
.
の
カ
を
生
じ
、始
め
-分 

.

湖
»,

體
し
.
て
®

つ
な
歡

^

^
を
幾
.
年
か
の
後
に
統

「

し
得
る
に
至
る
：

■の
で
あ
る
。
公
立

..
學
校
.

'
新
聞
紙

—

政
黨
、勞
：働
組

■合
•
宗
敎
ム
；の

.
宣
傅
は
.
ニ'
般
敎
育
の
上

R

‘大
な
る
働
を
爲
し
、

®
道

は

''
' 

: 

.

.

.

.

. 

■ 

* 
*

人
，民
を
余
國

.
に
移
動
さ

'
せ

.̂

上
'に
、他
.
に
比
類

&

§.
、ヵ
を
持
つ
て

&■
る

於
、是
等
の
機
關
を
し

:̂,

*
充
分
活
雜
を

M

S

せ
や
う

ビ

す
る

. :
!に
も
、共
同
の
言
語
に
依
ら
な
け
れ
ば

i

ら
ぬ
。
我
々
は
麻 

0

の
統

I
,

ビ
云
ふ
.
や
う
，な
遲
い
、且
つ
疑
は
し
い
事

^

®
る
こ
と
を

待
つ
咬
で
も
な
く
、寧

ろ

心 

、意
上

.
の
：同
.
化
，.
を
實
現
.
す
る
，點
に

^

つ
て
、猛
進
す

.
可
き
も
.
0'
で
あ
':
る
ビ
。
合
衆
國
に
於
て
移
住 

''

民
殊
に

'»
^

移
住
民
の
，

〔

入
：_

制
限
：.
が
，嚴
重
ヒ
爲

&
、殆
ど
禁
止
排
斥
の
：調
.
を
帶
び
，る
勢
に
對
し

^

其

原

、

を
へ
人
種
的
：偏
.
見
に
求

‘め
や
う

W

す
る
者

^

あ
る
。
果
し
で
然
ら
ば
合
衆
國
民

■琴
他
'

•
 

*
 

*
 

•

第
十
四
卷
.

(

s
o
七
0

論

耽

：

米
國
移
住
民
問
厲
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藝
的
方
面
、
 

笫
十
號
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六
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經
濟
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面
 

第
十
^

-

セQ

 

:
國

：民
‘̂

の
間

^

1&
1

脈

：の.
統
ニ
の
枝
は
れ

.
な

S

限
t

樣
住
民
の

*

本
的
，解

•
決
を
得

.
，る
の
は

、®
«
 

で
あ
る
，
^

し
な
：け
れ
ば
：な
ら
ぬ
。

.

#

も
上

記
！！

ム
モ
ン
ス
氏

0 :
舨
說
.
の.
如
く
，同
化
は
國
民
が 

•
d:
'.
■ダ
9 

1

ッ
の
心

-

爲
る
を
以
て
、足
办
ム
尽
す
る

な
ら
ば
、開
題 

:

は
餘
.
程
簡
.
單
^

解
敗
さ
れ
：る

「
道
理
で
あ

.
る
。，

•

,

.

■同

化

：間

，題

，に

關

聯

し

て

、
移

住
民
k

最
：‘も，
利
害
の

密
接
な

の
は
、®

化
雛
.

題
で
あ
る
。

或
る 

11
類
の
移
住
民
中
に

飲
^V

歸
化
權
を

尊
重
'し
な

'

S

も
の
、
あ
る
の
は
、事
實
で
あ
る
。

服
ち
露 

。.

,:
西
®

伊
太
：利
等

ゆ

I:

時
的
移
住

民
、加
奈
陀

か
ら
ー
年
中
の
域
る

.
期
.
間
だ
け

..
入
國
.
し
て
、勞
働
す 

る

移
住

民

の
如
ぎ
は
、
I

す
る

|

|

 
I

®.
て
歸

f t
權

の
獲

f

m

5

等
の
考
す
ら

懷

紫

い

の

で

あ

る

，が
，
一
.
般
©

移.
住
说
に
肷
つ
て
は

®

化
權
の
自
由
は
決
し
て

■

.々
に
看

®

.
' 

- 

:'

;'.:
■-
 

..

..

'
 

:
.

.
 

■

す
る

i

:

せ
を
許
さ
な
い
。

.
歸
化
權
の
要
求
は
何
故
に
生
ず
ふ
か
と
去

.
へ
ば
、其
一
つ
は
轔
槳
に

.

.

.

•
' 
.
,

 

.

 
'

 .

 
.

 

.
:...

■ 

. 
.

就
ぐ
_
自
琳
に
關
係
が
：あ
る
か
ら
で
あ
つ
て
、他
の
一
つ
は
政
治
上
の
：支
配
權
を
得
や
ぅ
と
す
る 

::
ふ
；に
茶
く
の
で
あ
る
。

.
,.
或
る
州

.
：に
於
..
て
は
、不
：景
氣
の

：

場
合
に
、折

M

し

、

移

.檢

说

が

多

勢

に

入
 

:

V
國

し
來.
'0.

て
、職
華
を
搜
.
锻
し
、勞
.
働
市
場
に
於
け
：

.
る
、»

爭
を
劇
烈
，

R;
し
.
て
^
!

ガ
不
梟
氣
ハ
の
慘
窖 

を
大
，な
ら
し
め
る
こ
と
を
恐

'
作
£

を
囘
避
す
る
爲
め
に
.州
並
に
市
の
事
寒
に
は
總
て
市
民

•
 

る
.̂

得
な
：い
蒋
を
使

^
し.
な
‘い
ど
'云

,̂
 ̂

外
國S

.

移
住
民
-
が
®
化
に
依
て
，市 

.. 

民
權
を
.
獲
得
す

5 .
に
は
、之
に
先
だ
つ
て
、或
る
年
限
の
居
住
を

^
要
ど
す
る
の
で
あ

グ
て
、其
华

:

限
の
到
來
し
な
い
，裁
は
：何
ビ
し

V

も
歸
化
權
を
得
る
こ
と
が
出
來
な
い
。
然
ら
ば
右
^
如
き
ぐ

•
 

.
 

/ 

■
 

'
 

」 

.
• , 

■
 

' 

.
!.

丨 

.

.
«
限
を
設

‘け.

*
な
ら
ば
移
住
民
の
：

’：1
部
に
對
し
て

®

移
住
民
の
：如

w
»

化
不
能
の
者
に

a

全
然
，之
を
奪
ぅ
こ
ど
、
爲
る
ふ

.
ァ
ィ
ダ
ホ
、ィ

y 

ノ
ィ
、ぺ 

.

. 

.
K 

 ̂

 ̂

 ̂

 ̂

グ
M
宵
の
ハ
爾
.
州
に
は
何
れ
も
此

* :
の

法
#'
が

施

行

さ

れ

て

厨
 

:

.
る
の
^

あ
る
。

而
し
ゼ
合
.
衆
國
の
や

$
な
政
：治
が
衣
食
住
ヒ
同
じ

.
程
度
に

* f
て
、國
民

「

日
常
の 

.

生
活
1:
密

接

.0-

.镧
係
を
持
つ

:
て

居

ぅ

、
而

し

：
て
‘
政

 

ラ
.̂

丨
で
令 

V
、

各
人
の
有
ず
.
る
|選
擧
，.
權
'の
集_

ク
，た.
數
，：
の

多

寒

：
で

政
-^
の.
方
»

な

ぅ
*

' 

が
定
ま
る
も
の
で
命
る

‘

w

•
す
れ
ば
，歸
化
權
に
依
づ
て
、政
治

^*
の
能
カ

~
者ど
爲る
乙，
ビ
住
：

 

民_

身パの立

.
脚
地
を
保
議

..
す
る
爲
め
に
«
め
て
必
要
で
あ

る
と
.
'云
は
，な
：け

れ
ば.
な
，，ら

-:

ぬ
。

0 

パ 

化
馀
の
：來
寧
に

M

す
る
に
、千
：八
百

-
1
年
始
め
て
制
：定

3

れ
た.
法
推
に
於
て
は
、自

‘麻
の

地

^

に- 

辱
る_

人
に..
限
'0.
‘
て.
、
_

^

を

許

：す

ネ

と

、

爲0,..
て

居

ム

、是.
れ

が

約.
七
：+
'

年

實

施

：さ'
れ
：̂

I  

•
ル
首
七
.
十
年
に
潔
ち

1:.
非
：利

'加
<

滩
に

»

子
孫
尨
靖

.
化
權
を

>
興
へ

A

こ

爲

*■.-
■つ「

ts
。

一
 

' 

J

^
1

;

释
：

(
1s

o

九.x

謫
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說
バ
氷
阐
移
住
民
問
選
鶴
的
策
南

V: 

'

m
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辨

七

1

•

i 

\
 

.
1

 

W

- 

.
‘
 

，- 

.

ト-

•.
'
 

- 

... 

读.



1 — — — — 一 — ...........................
し バーシrtで:沒職爾^ ^ ^ 觀 發 这 じ ^ ^ ぢてをみぃ、ぃ… ' "

第
*M

 

(

5
1
0

〕

0

 

0

米

國

葚

民

藍

の

經

濟

的

.
方

面

 

第

卜

號

b 
二
 

な

へ

ヵ

ら

他

の

有

.
色
<

種

匕

利

を

.
興

：
へ

る'こ
ビ
に
就

.
て
は
、殆
ど
命
雉
國
比
の
想
像
だ
も
せ 

. .
ざ
る
：所
で

.
あ
づ
て
、彼
等

'«
市
段
た
る
を
得
令
、織

{ :.
合

衆

國

，.に

於

て

出

生

し

た

子

女

が

市

民

ご
 

爲

り

、合'
衆

國

に.
於

て

出

生

し

た

著

は̂

種
の
如
何
に
依
て
、參
耽
權
を
奪
は
れ
な
い
ど
云
ふ
こ 

:

ビ
•
を
：以
て

m

足
し

^

け
れ
：ば
な
ら
ぬ
の
で
あ
る
。

然
し
な

.
が
ら
外
國
，移
住
戊
に
市
段

.*
を
»
 

へ
て
も
私
ほ

#.
p
法
#

で
•
其
#

利
の
.
行
使
に
束
縛
を
加
へ

公

乙

ビ
は
，多
く
の
場
合
に

'■於
て
、實 

.
，見
.
す
る
麻
で
あ
る
。

)

.
例
へ
.
ば
千

A
w

te
十
年
代
愛
蘭
人
の
移
住
が
著
し
く
墦
加
し
た
場
合
に
、
 

コ
シ

ネ

チ

カ
ッ
ト

'#
は

千

八
|-
!
!
五*
十
五
*
年̂

_マ

ッ

サ

チ

ユー
セ
ッ

、
'
州
ば
千
八
西
五
十
，ヒ
年 

i 

^
-
れ
も
r

法

^

赢

^

な

い
者
に
選
.擧
權
を

與
■へ■な
い

乙
ビ
に

t
、千

八
W

A

十
九
年
以
來

t 

.
音

並
に
西
剖

の
諸
#

に
於
て
、同
榛
，

の
制

限

を

設

け

’
た

もの
も
、
亦.
少
な
し
ビ
し
な
い
の
で
あ
る
。
 

デ

キ

ク

ラ

シ1
:

裏

求

：す
！る.
知

識

的

櫸

準

，か

ら

則

斷

す

れば、
國
語
：を
讀
み
、又
書
く
能
力
は
參 

政
#

を

得

る
資

格
^j

し

てr
®

も
適
切
の
名
の
ビ
し
な
け
れ
ば
な
ら
な
い
が
、是
れ
が
賛
格
と
し

-
T 

^
 

^
 

^

^

 

K
 

 ̂
^
 

0

て
、此
：以
外
に
.
資

格

の

制

限

を

乾

け

た

な

ら

ば

、人

：權
の
‘間

に
偏
：释

な

差

別

を

置

く

と

云

^
處

な

き

を

得

な

い
.
で
あ
ら
ぅ

。’
 

：
r 

,

:.

.“■
'-''

、：：.
：'

- 

...

..
 

• 

•
 

■ ■

，
合
衆
國
が
移
住
民
：

0
入.
國.
を
，
制

限

す

，る

n
r

的

は

之' 
に

俱

て

自.
：國

の

經

濟

上

並に
社,

上
.::

於
け
る
能
率
の

.
維
，
持

‘
塯

進

を

斯

す

る
©•
•
一
 

事
に
外
な
ら
ぬ

6

此
»

か
ら
考

.
へ
で
^

衆
®
從
來 

の
移
住

K
制
限
は
％

し) .
て
.足

れ

ダ

ビ

す

可

き
：で
あ
ら

5
か
パ
從
來
合
衆
國
の
言
論

St
#
に

0

は 

れ
V
た
.所

^
り
、又
.議
會
セ
主
張
さ
れ
た

所
な

、9
に
就
.
て

察

.す

れ
ば
、今
日

‘ま
：で
：行
は
れ
た
制
限

0 

如
ソ
き
は
、®

が
寬
：大

夺

も

の

^

あ
：づ
て
、將
來
に
於
て
制
限
法
の
被
展
す
可
き
餘
地
は
甚
•た
大
な 

の
で
あ
る
。

制
限
論
の

®

な
^

も
の
.
を
窺
う

S

0

1

は
移
住
民
全
部
の
禁
止
論
で
あ
る
。
 

即
ち
此
_
論
は
詆
に
入

_

し
た
移
住
段
，の
全
體
が

.
合
傘
.
國

民

ビ

，完

全

ギ

售

度

に

.於

て
、同
化
す 

る
ま
で
、或
る
年
數
を
限
つ

て
新
し
き
移

£1
£
'

民

の

入

國

.を

禁止
し
や,

と

^

ふ

の

であ
っ

て

、稍. 

.
や

極

喘
‘に
失
”
す

る.
嫌
<
な
き
を
得

.
な.
い
。

然
し
第
五

十
二
議
：會
に

は
，一
年
を
期
.限
ー
し
て
威
五 

.
'十；

三
_
.
會

に
は
五
：年
を
期
限
ビ

し

て
、夫
ぐ

禁

止

R
關
す
る
法

'律
案
.
の
提
_
姐
さ

.

れ
た
Z

ど

は
， 

吾.
..̂
.

の
*
注
目
，す
可

.
き
所
：で
あ

.

.
る
ビ
典
に
日

.
本
が
若
し
も
從
來
の

«
_

紳
士
協
.約
を
厲
行
す
る 

や
.
う
な
方
針
を
取
つ
た
：な
ら
ば
、結
局
禁
止
論
に
服

#

t

る
Z

ビ

A

爲
る
の
で
あ
る
。：
加
.州
に 

.於へ

て
：邦
入
土
地

.
所
洧
_
«»
..

止

法

：案

問

題

に
關
»

し
て
.

0
米

兩

國

即

し

於

げ

る

移

住

比

間

；題
へ
が

ぃ
斯
う
，云
上
形
で
、；

'
%
0.

小
康
，

V

得
や.
う

ビ
す
.る

形.
勢
の
；':出
玛
し
て
：居(

る
の
：は
、吾
入
の
頗
る
：遺

.

...:;

.
 •
 .
 

■

 

.,

®
w

せ
：̂

る
'を#.
な
い
所
.
で
あ
‘る
？
第
ニ
は
.
或
：る
人
種
を
排
斥
す
：る
議
論
で
あ

'-
つ
て
"往.
.年
支

..

第
十HI

卷

：(

lM:
T,

3
':
齡
\
餽

.
米
國
移
住

：

民
問
題
の
經
濟
的
方
面

 

第
十
號 

七
三



竿

四

潘

(
一

四一

ニ) 

 ̂

g

淺

移

菝

還

のI

的
方
面 

七
四

趼

人

排

5

を

主

？

る

場

合

に

充

て

ら

れ

た

S

が

近

年
日
•
本

人-
排

斥

の
I

f

て

居
|

で

あ.
る
'0,

. :
即

ち

論

f

說

に

從

へ

ば

、入

嵇

の

へ

苹

別
I

す

る

に

，I

民
^
し
て
入
國 

i

、る
こ

I

興

は

し
I

K

で
；：

あ

る

キ
^

^

ら
f

A

s

で.

'
I
か
I

め
る

I

 

の
標
樂
と
爲
る

0

で.
あ
ぅ
、隨
つ
て
移
往
说
を
、制
限
す
ん

.
簡
準
の
*
法
は
或
る
年
間
或
は
永
久 

に
歐
洲
な

i
.

細
>

M

f
 
•の
或
る

-K
族
又.
は
人
種
を
指
定
し
て
、ん
國

|

业
す
る
：の
一

i

で. 

あ

ズ
と
云
ふ
然
し

'_

何
，な
る
國

ビ
雖
も

A

國
禁
止
の
指
定
を
受

.
け.
て
、
之

に

甘

ん

す

る

！
！
ば
 

な

：I

必

ず

夕

國

，
の
.
技

議

を

，惹

起

さ

ド

る

を

得

な
.
い
0.

即

ち

加

利

福

尼

：州

？

度

歸

化

不

能

：：外
 

;

國

人

土

，
J

有
*

1

ヒ

云

ふ

ゃ
5

な
間
接
：迂

同

の

方

法

で

、日

本

移

住

馬

の

發

f

脅

か

す

ど
云
.
ふ
や
ぅ

«

陰
險
な
排
日
，手
段
食

_

す
る
に
へ
至
つ
た
所
以
も
自

&

之
を
、理
解
す

る
こ
4

し
.

• W
-

し
へ
な
い.
で.
あ
ら
5 
0;;.: .
ぐ 

：

限
率

S

住
民

f

對
し
：V

、

制
限

I

へ
や
ぅ
^
す
る
ぶ
で
あ
る
。

P 

h

 

0

 

る
：の
で

は
：な

く
、又
或

•

人
#

I

斥
.
す..
る
の
で
も

.

な
ぐ
單
に
一
年
中
減
る
一

:_

ょ
ム
入
國

'じ
-
や
う
と
.
す
令
外
國
人
の
.
數(

を
制
®

す
る
.
0
で

ぁ

？ 

て
ギ
¥

八
議
會

|

出

家

た

^

Kf 

—

K

人
に
制
限
し
此

'以
上
に
超
過
し

ft
者
は
總
て
之
を
爲
還
す
る
こ

S
t
主
■服>.

し
て
居
つ
た
。

又
移
住
，民

0

運
送
ヒ
擔
任
す
る

fv
.

船
#

社
を
し
て
航
海
上
の
衛
生
設

«

を
完
全
に

.
さ
せ
..例
へ 

ぼ.
下.
申
..板
に
搭
乘
す
ぐ
る
船
客
一
名
に
對
す
る
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